
TTC提案山行実施記録       2023年 10月 26日 KS 

1.山行名 福地山 1671m・天蓋山 1527m                      岐阜県 

2.実施日  2023 年 10月 7 日（土）～8 日（日）マイカー 

3.天候/参加人員 天候：両日とも晴れ レベル：★★ 参加者：10 名(男性 4 名/女性 6 名) 

4.パーティスタッフ 省略 

5.参加メンバ 省略 

6.費用 

    13,140 円/人 

  

マイカー車両代：5,800円（10円×580㎞）、燃料代：20,880円（580㎞÷5×180

円）、ドライバ謝礼：10,000円（5,000円×2日）、距離加算：600円、早朝加算：

600円、高速道路代等：8,260円（相模原愛川～松本往復＋安房トンネル往復）、通

信費：1,000円、宿泊費 84,000円（@8,400円×10人） 

支出計 131,140円 

集金計 131,200円（@13,120×10人）、カンパ金：60円 

7.所用時間 

 
10 月 7 日（土）福地山 10 月 8 日（日）天蓋山 

歩行時間 休憩時間 行動時間 歩行時間 休憩時間 行動時間 

ガイドブック ４：１０ ― ― なし ― ― 

計画 ４：３０ ０：５０ ５：２０ ４：２０ ０：５０ ５：１０ 

実行 ３：５０ ０：５５ ４：４５ ４：１０ １：１０ ５：２０ 

実行コースタイム記録 

【往路】 

厚木市内ピックアップ 4:40～5:20＝＝7:00 釈迦堂 P7:20＝＝9:30 新島々セブン 9:50＝＝11:00 福地山登山専用駐車

場（昼食/WC）11:30 

【10/7福地山登山】 

登山口 11:30・・・12:00 焼岳展望小屋 12:05・・・（途中休憩 0:10）・・・13:05 第 2 展望台 13:10・・・（途中休憩 0:5）・・・

14:15 福地山 14:40・・・15:20 第 2休憩小屋 15:25・・・16:15駐車場登山口 16:20＝＝16:35 岳人の宿ジャンダルム 

【10/8天蓋山登山】 

岳人の宿ジャンダルム 7:10＝＝8:00 天蓋山登山専用駐車場（WC）8:10・・・（途中休憩 0:5）・・・9:25 標高

1,300m9:30・・・9:50 すずめ平 9:55・・・（途中休憩 0:5）・・・10:45 天蓋山（昼食）11:30・・・12:00 すずめ平 12:05・・・13:30

駐車場 13:40 

【復路】 

駐車場 13:40＝＝15:40 波田野菜直売所きろろ 16:00＝＝18:20 釈迦堂 P18:50＝＝21:30 厚木 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

参加者４名から一言 

TA さん 

岳人の宿ジャンダルムは飛騨牛のすき焼きやお米もすごくおいしくて清潔感のある宿と温泉は最高でした（3回も入ってし

まいました）、また翌日の朝食、みんなで作るおにぎりもおいしく作れました。山は天蓋山の山頂で３６０度の眺望がすばら

しく、雪をかぶった北アルプス、槍ヶ岳もはっきりと見えて最高でした。 

MY さん 

宿提供のご飯で各自おにぎりを作り、初冠雪の山々を眺めながら天蓋山山頂で食べた昼食は新米か？と思う程美味しか

った！ また、お目当ての槍ヶ岳がチョッと姿を現してくれたのがラッキーでした。温泉は勿論、格安で料理も美味しくまた

訪れたい宿でした。 

SK さん 

それは天蓋山山頂からの展望でした。ほぼ 360 度見渡すことができ手前には笠ヶ岳や黒部五郎岳、薬師岳が見え、その

奥に雲が掛かった穂高連邦が見えていました。突然雲が消え 槍ヶ岳の全貌が見えた時にはなぜか感動しました。 

MH さん 

２座共に見慣れない角度からの焼岳や乗鞍、北アルプス・立山連峰の展望を充分に楽しむことができました。宿は清潔

感、温泉、料理、どれも素晴らしくアットホームな雰囲気でした。また、個人装備に「おにぎりの具材」が入り、「自分のおに

ぎりは自分で作る」というのも、これまでにないユニークな体験で、とても良かったと思います。 

EK さん 

福地山、天蓋山の眺望に感激しました。福地山は焼岳を近くに見ることができましたし、天蓋山は 360°のパノラマで充分

楽しみました。宿は素晴らしいの一言です。機会があれば宿を起点に又山行を計画して下さい。 

CLから一言 

天蓋山山頂からは白山、立山、薬師岳、黒部五郎岳、笠ヶ岳、槍ヶ岳、穂高連峰、焼岳、乗鞍岳、御嶽山を望み、数日前

の降雪により思惑通りの眺望を楽しむことができました。また、山頂で CLが山座同定の際に間違った同定を行い、SK さ

んからの指摘で正しく同定のし直しを行いました。登山地図での確認は大事であることを再認識しました。 


